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【緒言】 

近年の化石燃料の高騰により，バイオエタノ

ールは代替エネルギーとして，また再生可能な

自然エネルギーとしても注目を浴びている。し

かし，トウモロコシなどの食料をバイオエタノ

ールの製造原料として使用するためバイオエ

タノールの製造による食料価格の高騰や，化石

エネルギーを利用したその製造法によるコス

ト高などの問題点がある 1）。 

そこで我々は，地球の 7 割を占める海洋に存

在するバイオマス資源に着目した 2)。中でも，

生育が速く，単位面積あたりのエネルギー効率

の高い昆布に着目し，昆布からのバイオエタノ

ール生産を目的とした。    

昆布の主成分は Cellulose，Alginate などの食

物繊維で構成されている 3)。Alginate は，

D-Mannuronic acidoy 及び L- Glucuronic acid か

ら構成される直鎖状の複合多糖である 4）。そし

て，Alginate は Cellulose を糖化する際に，糖化

を阻害する働きがありエタノール生産に必要

な Glucose を得るために分解する必要がある 5）。 

そこで，本研究では，Streptomyces violaceoruber

により昆布の成分中の Alginate を分解し昆布

を糖化した。 

【実験方法】  

1， 使用菌株及び昆布 

 菌体は独立行政法人製品評価技術基盤機構

から分譲されたNBRC No.15146のStreptomyces 

violaceoruber，北市及び小林らにより単離され

た千葉県印旛沼に生息していた Cellulose 分解 

 

 

 

菌を使用した。継代培地は Yeast extract 1 g， 

Beef extract 1 g，NZ Amine Type A 2 g，Maltose 

10 g を超純滅菌水 1 l に溶解し，pH 7.3 に調 

製した培地を用いた。 

使用した昆布は，バイオマスとして東京湾で

生産された Laminaria japonica（昆布）を使用

した。 

2， Streptomyces violaceoruber による Laminaria 

 japonica の成分中の Alginate 分解及 Cellulase

による糖化実験 

2-1，Streptomyces violaceoruber による Laminaria 

 japonica の成分中の Alginate 分解及 Cellulase

による糖化実験に用いた培地 

Laminaria japonica 10 g，Na2HPO4 6 g，KH2 

PO4 3 g，NaCl 0.5 g，NH4Cl 1 g Distilled water 1 l

に溶解し pH を 6.0～8.0 に調整した培地を用い

て分解実験を行った。 

2-2, Streptomyces violaceoruber による Laminaria 

 japonica の成分中の Alginate 分解及 Cellulase 

による糖化実験の方法 

継 代 用 の 培 地 で 生 育 し た Streptomyces 

violaceoruber のコロニーを１つ釣菌し継代用

の培地 5ml が入った試験管に植え継ぎ 30℃の

恒温槽のなかで 200rpm/minで 48時間撹拌培養

した。培養液 1ml を継代用の培溶液 200ml が

入ったフラスコに植え継ぎ 30℃の恒温槽のな

かで 200rpm/min で 48 時間撹拌培養した。培養

液 1ml を実験用培地それぞれ 200ml(pH 6.0～

8.0)が入った三角フラスコに植え継ぎ 30℃の

恒温槽のなかで，200rpm/min で 120 時間攪拌 
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培養し，Cellulase を用いて培養液の糖化を行い，

高速液体クロマトグラフィーでGlucoseの生成

を調べ，Alginate lyase 及び Cellulase の混合酵

素を用いて実験用培地を糖化させた場合と比

較検討した。 

3，Streptomyces violaceoruber による昆布分解物

の Cellulose 分解菌による糖化実験。 

3-1，昆布分解物の糖化実験に用いた培地 

アルギン酸分解実験で用いた培地を 

Streptomyces violaceoruber によって分解したも

のを加圧滅菌し用いた。 

3-2, 昆布分解物の糖化実験方法 

継代用の培地で生育させた Cellulose 分解菌

のコロニーを１つ釣菌し継代用の培地 5ml が

入った試験管に植え継ぎ 30℃の恒温槽のなか

で 200rpm/min で 48 時間撹拌培養した。培養液

1mlを継代用の培溶液 200mlが入ったフラスコ

に植え継ぎ 30℃の恒温槽のなかで 200rpm/min

で 48 時間撹拌培養した。培養液 1ml を実験用

の培地それぞれ 200ml 入った三角フラスコに

植え継ぎ 30℃の恒温槽のなかで，200rpm/min 

で 120 時間攪拌培養し，培養液を液体クロマト

グラフィーで分析した。 

【実験結果】 

Streptomyces violaceoruber による昆布の分解 

及び Cellulase による糖化実験で生成した結果 

図 1 に示す。 

図 1 を見ると Streptomyces violaceoruber によ 

って昆布を分解させたものは，pH8.0 が最も

Glucose を生成し 0.0455 g/l 生成した。混合酵

素を用いて実験用培地を分解したものは，

0.0860 g/l 生成した。 

 Cellulose 分解菌による糖化実験は現在実験

中のため発表の際に実験結果を示す。 

【結論】 

混合酵素を用いた方がよく糖化したが，

Alginate lyase は大変高価なため工業的に培養

するには，Streptomyces violaceoruber によって

昆布を pH 8.0で分解させた方がよいと考える。 

 

図 1 糖化実験で生成した glucose 

【今後の予定】 

Streptomycesviolaceoruber を用いて Laminaria  

japonica の成分中の Alginate を分解し，cellulose

を分解し，分解物をアルコール発酵菌でアルコ

ール発酵させる最適アルコール発酵菌を検討

する。 
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